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１．新潟市の課題

○新潟市では、人口減少及び少子高齢化が進む中、依然として自家用車の交通分担率が高く、免許返納後の高
齢者等の移動手段の確保が課題となっている。
○バス交通に関しては、バスの利用者数の減少により維持が困難になった路線の運行便数の減便等により利便性が
低下し、利用者がさらに減少するという悪循環が続いている状況である。
○また、中心市街地の歩行者数は減少しており、まちなかの衰退もみられる。
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人口と将来推計 交通手段分担率の推移

中心市街地の歩行者交通量の推移

出典：にいがた都市交通戦略プラン（新潟市）・新潟市ＢＲＴ第１期導入事業概要（新潟市）
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約

2291

万人

約

2349

万人

約

2403

万人

2.20

2.25

2.30

2.35

2.40

2.45

（千万人/年）

2

○持続可能な公共交通の確保に向けて、2015年9月から新バスシステムを導入し、基幹公共交通軸を中心とした
公共交通ネットワークの形成に向けて取り組まれている。
○令和元年7月に策定された「にいがた都市交通戦略プラン」では、『県都新潟の拠点化と安心して暮らせるまち』を
新たな交通の将来像として掲げ、広域交通との連携強化や市民等による協働の視点を加えた基本方針に基づい
た交通施策が展開されている。

にいがた都市交通戦略プラン新バスシステムの導入

出典：にいがた都市交通戦略プラン（新潟市）・新潟市ＢＲＴ第１期導入事業概要（新潟市）

２．新潟市の課題解決に向けた取り組み

バス利用者数の推移

連節バス

新ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ導入
後、

ﾊﾞｽ利用者は
増加傾向
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３．新潟市スマートシティ

○新潟市では「田園に包まれた多核連携型都市」を構築し、賑わいのある持続可能な都市を目指しているが、田園
地帯が多く都市が広域的に分散していることから拠点間の連携が課題となっている。
○課題解決のため、農業や交通等の各分野においてICTを活用した施策を展開し、得られたデータを分野横断的に
蓄積し、複合的な施策を展開していく「新潟市スマートシティ協議会」の設立が検討されている。
○交通分野においては、都心部の魅力創出と一体となった交通サービスを検討されている。

新潟市スマートシティ 全体像

新潟県

モビリティプロジェクト
・きめ細かな移動ニーズに対応可能な新たな交
通サービスを導入し、既存の公共交通と連動し
た統合型の交通サービスを提供

③目的地への最適な移動手段提供

都心部の魅力創出プロジェクト
・ICTを活用した魅力創出の施策や情報提供に
より、エリア内に潜在する魅力を繋ぎ、全体を最
適化

②移動の目的地を創出

プラットフォーム実装プロジェクト
・都市の基礎データや人の行動に係るデータを
分野横断的に収集し、蓄積する。
・収集したデータを分析し、各種施策をマネジメ
ントする仕組みを構築する。

①スマートシティを推進するための基盤づくり

賑わいのある持続可能な都市へ
魅力創出と移動手
段が一体となった

サービス提供
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第３回新潟都市圏パーソントリップ調査
総合都市交通計画

新潟市都市計画 基本方針
（都市計画マスタープラン）

にいがた都市交通戦略プラン[基本計画]

新潟市立地適正化計画

田園集落づくり制度

新潟市地域公共交通網計画

・生活交通改善プラン(各区)
・新潟市交通バリアフリー基本構想
・新潟市自転車利用環境計画
・新潟市ＢＲＴ第１期導入計画 など

交通分野以外実施計画

・新潟市交通安全実施計画
・新潟市地球温暖化対策実行計画
・道路空間整備計画
（社会資本整備総合整備計画） など

新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略

にいがた都市交通戦略プラン[実施計画]

にいがた未来ビジョン（新潟市総合計画）

４．新潟市におけるMaaSの位置付け

○新潟市におけるMaaSは、総合計画である「にいがた未来ビジョン」「新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に即し
た「にいがた都市交通戦略プラン」の実施計画の施策のひとつとして位置付けられている。

新潟市におけるＭａａＳ
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○「にいがた都市交通戦略プラン」では、生活交通の利便性向上に向けた取り組み等による『暮らしを支えるモビリティ
を地域で育む交通戦略』の実現を目指している。
○生活交通の確保に向け、これまでに取り組んできたデマンド交通(乗合タクシー)等の社会実験などを検証しながら、
公共交通の利便性の向上や地域のニーズに応じた交通サービスが検討されている。

にいがた都市交通戦略プラン

出典：にいがた都市交通戦略プラン（新潟市）、新潟市ＨＰ

➀地域のまちづくりと連携した区内公共交通網の形成
○公共交通は区内の生活拠点内や拠点間を結ぶなど、

地域のまちづくりと連携して形成

➁多様なライフステージのニーズや需要に応じた
交通手段の活用

○地域の移動ニーズや需要に応じて、乗合タクシーや自家用車等
を含めた適切な交通手段を活用

○超高齢化社会が進展するなか、各々のニーズや需要に対応する
ため、事例等を踏まえつつ検討

➂地域主導による計画づくりや運営の支援
○地域のニーズに応じた交通サービスを効率的に提供するため、

自治会等の地域主導による計画づくりや運営を推進

４．新潟市におけるMaaSの位置付け

＜これまでの取り組み：デマンド交通（乗合タクシー）社会実験＞
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○『みんなで築き上げる交通戦略』では、市民等と協働して地域に根ざした交通体系づくりの推進に向けて取り組まれ
ている。
○市民にとって使いやすく喜ばれる公共交通への改善に向け、効率的な交通課題解決を目的とした民間活力による
新技術等の導入などの取り組みにおいて、MaaSの導入が検討されている。

➀公共交通等の利用促進に向けた情報提供や
意識啓発の強化

○公共交通や自転車の利用促進に向け、サービス等に関する
情報提供や意識啓発を強化

○ICT技術等を活用した情報提供の充実
○都心部におけるイベント時等を活用し、
公共交通や自転車利用の意識啓発

➁ユニバーサルデザインの積極的な導入
○ユニバーサルデザインの考えに基づき、バリアフリー化や
多言語案内などを推進

➂地域主導による計画づくりや運営の支援
○地域のニーズに応じた交通サービスを効率的に提供するため、
地域主導による計画づくりや運営を推進

➃民間活力による新技術等の導入
○効率的に交通課題を解決するため、民間活力の導入を促進
○新技術等の導入に向けた社会実験を誘致・支援

にいがた都市交通戦略プラン

出典：にいがた都市交通戦略プラン（新潟市）

４．新潟市におけるMaaSの位置付け

年度 区バス（新規路線※） 住民バス（新規路線※）

2005年 0千人 102千人（37千人）

2006年 0千人 131千人（24千人）

2007年 105千人（98千人） 123千人（33千人）

2008年 133千人（124千人） 135千人（57千人）

2009年 163千人（155千人） 126千人（57千人）

2010年 159千人（155千人） 143千人（88千人）

2011年 178千人（174千人） 161千人（102千人）

2012年 197千人（194千人） 177千人（118千人）

2013年 212千人（208千人） 186千人（131千人）

2014年 242千人（238千人） 191千人（136千人）

2015年 265千人（261千人） 201千人（144千人）

2016年 266千人（263千人） 216千人（160千人）

＜これまでの取り組み：区バス・住民バスの導入＞

1.8倍2.5倍



◆パイロット地域分析事業［データ分析］
民間事業者による実証実験で得られたデータを解析し、導入に向け
た課題を整理し、事業計画策定、効果分析を国(経済産業省)が実施

令
和
元
年
度

令
和
２
～
３
年
度
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地域型MaaS（個別交通モード高度化型） 観光型MaaS（個別交通モード高度化型）

上記実験を踏まえ、新潟市にふさわしいMaaSについての基本的な考え方を検討

有識者も含めた検討組織にて、新潟市にふさわしいMaaSの定義と官民の役割分担を定める

【事業主体】 JR東日本
【実験期間】 R1.10.1～12.31
【事業概要】 ①新潟市観光循環バス1日乗車券

②ほろ酔いチケット
③ぽんしゅ館特典
④駅レンタカー予約

【事業主体】 新潟交通㈱×日本ユニシス㈱
【実験期間】 R2.2を予定
【事業概要】 ①MaaSアプリ（検索・決済）

②路線バス＋レンタサイクル1日乗車券
③商業施設クーポン
④オンデマンドバス（土休日運休）

実証実験結果を解析（新潟市）

○今年度は「スマートモビリティチャレンジ」のパイロット地域分析事業の対象である民間事業者を主体としたMaaSの
実証実験を行い、実験結果の解析から新潟市にふさわしいMaaSのあり方について検討を予定している。
○また、新潟市中心部を対象に、JR東日本を主体とした観光型MaaSの実証実験も行われている。

５．新潟市におけるMaaSの動き

※出典：JR東日本ＨＰ

（予定）



６．実証実験の概要

○実証実験では、地域ICカード「りゅーと」のスマートフォンアプリとしてMaaSアプリを開発し、MaaS機能を搭載させる。
○バス、レンタサイクル等の複数交通モードの乗り放題と合わせて都心部商業施設のクーポンを包含することで、都心
部の回遊性を向上させ、まちなかの賑わい創出につなげる。
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（R1.6時点）



◆「新潟県・庄内エリア デス
ティネーションキャンペーン」
推進協議会

・事務局
「うまさぎっしり新潟」
観光推進協議会

・顧 問
新潟県知事、山形県知事、
東日本旅客鉄道㈱新潟支社長

・総合プロデューサー
岩佐十良

・会 長
新潟県観光協会長

・副会長
新潟県観光協会副会長
（新潟県旅館組合理事長）、
山形県推進部会長
（鶴岡市長）

・新潟県推進部会
「うまさぎっしり新潟」
観光推進協議会

・山形県推進部会
「新潟県・庄内エリアDC」
推進協議会山形県推進部会
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７．新潟県・庄内デスティネーションキャンペーン

○令和元年10月～12月にかけて、新潟県と山形県庄内地方を対象に「日本海美食旅(ガストロノミー)」をキャッチフ
レーズとした「新潟県・庄内エリア デスティネーションキャンペーン」が開催されている。
○キャンペーン中の取組の一環として、地域の魅力発信とシームレスな移動確保に向け、「観光MaaS」の実証実験が
実施されている。

「新潟県・庄内エリア デスティネーションキャンペーン」とは
新潟県・庄内エリアを全国にアピールするため、地域（地方公共団体や企業等）とJRグループ6社（北海道・東日本・東海・西日本・四国・九州）が
協働で取り組む、国内最大規模の大型観光キャンペーン。新潟県で開催するのは平成26年度以来5年ぶり、9回目。

「食」「酒」等の魅力を中心に、それを育んだ各地域の歴史や伝統,暮らし,人といった背景など

知己のストーリーを伝えるため「日本海美食旅」をキャッチフレーズとして国内外に発信

※出典：「新潟県・庄内エリア デスティネーションキャンペーン」ＨＰ

ガストロノミー



実証実験の概要

◆エリア 新潟市内 ◆サービス名 にいがたMaaS Trial ◆期間 令和元年10月1日～12月31日

◆ＵＲＬ ◆協力

https://niigata-maas.com
※スマートフォン専用サービス
※ダウンロード不要のWEBサービスで提供

新潟交通株式会社、新潟市、古町花街コミュニティインフォメーション、（公財）新潟観光コンベンショ
ン協会、佐渡市、(一社)佐渡観光交流機構、庄内観光コンベンション協会、日本海きらきら羽越観光圏推
進協議会、タイムズ２４株式会社、株式会社ぐるなび、ぽんしゅ館新潟驛店、JR 東日本レンタリース株
式会社新潟営業所

８．ＪＲ東日本 観光型ＭａａＳ実証実験
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○新潟市内を対象に、飲食店や観光地の情報発信や、移動手段などの検索、予約、決済ができる機能を連携させ、
シームレスに移動できる仕組みを構築し、その効果検証が行われる予定である。

「にいがたMaaS Trial」画像イメージ
JR東日本アプリからの連携画面

※出典：JR東日本ＨＰ、「にいがたMaaS Trial」



８．ＪＲ東日本 観光型ＭａａＳ実証実験

11

観光マップ
地図上に、飲食店、タイムズカーシェア、ホテル等を表示

※出典：JR東日本ＨＰ、「にいがたMaaS Trial」



８．ＪＲ東日本 観光型ＭａａＳ実証実験
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※「ぽんしゅ館」新潟駅構内にあるお酒ミュージアム
日本酒の唎き酒体験が出来るほか、名産品を取り揃えている

※出典：JR東日本ＨＰ、「にいがたMaaS Trial」



○交流人口の拡大や新潟駅の拠点性向上を目指すため、新潟駅交通結節機能強化に向けた計画策定を目的と
する有識者や関係機関で構成された検討委員会を行っている。
○ 乗り換え等の利便性向上や回遊性の向上に繋がるMaaSの導入も見据えて、新潟駅周辺の広域的な交通結節
機能の強化と公共交通を中心とした駅周辺のまちづくりに向けて検討を進めている。

９．新潟駅交通結節機能強化検討委員会

開催目的
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＜委 員＞・学識者(長岡技術科学大学 佐野教授)
・交通事業者
（ＪＲ東日本(株),新潟交通(株),

南口臨時バスターミナル使用者)
・近隣大規模土地所有者
・行政機関（国、県、市）

＜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ＞ ・ハイヤータクシー協会

新潟駅交通結節機能強化検討委員会

構成員

新潟駅周辺地区において、交流人口の拡大や拠点性の向上を目指すため、専
門的・学術的見地から幅広い意見を聴取し、駅周辺における交通結節機能強
化に向けた計画を策定することを目的として開催。

（１）駅周辺の広域的な交通結節機能強化策に係る事項
（２）公共交通を中心とした駅周辺まちづくりに係る事項
（３）その他駅周辺広域交通計画に関し必要と認める事項

スケジュール（案）

実施に
向けた
取り組み

計 画ビジョン・構想

基本計画

実施に
向けた
取り組み

にいがた都市交通
戦略プラン

新広域道路交通計画

整備計画

R1.7開催 R1.9開催 R1.11開催


